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親善大会 �

▶日時／�11 月�4 日㈯�午前8時30分開会式�
(受付8時～)　　

▶�定員／1チーム3人編成とし、最高48チームまで(申込順)
▶�競技方法／各チーム4試合を行い、勝数や合計得点によ
り順位を決定します。組み合わせは当日発表します。
▶�申し込み／10月20日㈮までに、生涯学習課に備え付
けの参加申込書に記入し、同課へ提出してください。
町公式ホームページからも取得できます。
▶その他／開会式はチーム全員で参加してください。

　骨髄バンクは、白血病をはじめとする血液疾患のため
骨髄移植等が必要な患者さんと、提供するドナーをつな
ぐ公的事業です。
　毎年、数万人の方が白血病等の重い血液の病気と診
断され、そのうち約2,000人の方が骨髄バンクドナーか
らの移植を望んでいます。一人でも多くの患者さんを
救うには、一人でも多くのドナー登録が不可欠です。ド
ナーになるには事前に登録が必要ですが、ドナー登録は
約2㎖の採血で済みます。
　まずは、骨髄バンクについて考えてみませんか。詳細
は(公財)日本骨髄バンクのホームページをご覧ください。�

体験教室 �

▶日時／ 10�月�28�日(土)午前9時30分～11時30分�
11�月�3�日(金･祝)午後3時～5時

※�体験教室参加者に限り、4日の親善大会への飛び込み参加も大歓
迎です。

▶�定員／各50人
▶�申し込み／各開催日3日前までに直接、または電話で
生涯学習課へお申し込みください。
共通�
▶場所／総合体育館･アタゴ記念館
▶対象／町内に在住･在勤･在学の方
▶�持参するもの／体育館シューズ、運動しやすい服装、
タオル、水分補給できるもの等
▶費用／無料

寄居町骨髄移植ドナー支援事業

町ではドナー登録後、骨髄等を提供された方に対して、
助成金を交付する事業を実施しています。

▶�対象／寄居町の住民基本台帳に記載されている方で、�
(公財)日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業で骨
髄等の提供を完了した方
※�国、地方公共団体、独立行政法人およびドナー休暇の取得が可能
な事業所に勤務する方は除きます。�

▶助成金額／1日当たり�2�万円　
※1回の提供につき7日を上限

▶�申請期限／骨髄等の提供が完了した日から原則90日
以内
▶�その他／必要書類等の詳細は、健康づくり課へお問い
合わせください。

申 健康づくり課( 581･2121内線211･217)

ご参加ください！　
カローリング親善大会・体験教室10月は骨髄バンク推進月間です！

　カローリングは、子どもから年配の方まで、どなたでも気軽に楽しめるスポーツです。
　町では、第16回寄居町カローリング親善大会を開催します。また、大会前に体験教室を実施します。
初めての方からベテランの方まで、ぜひご参加ください。

生涯学習課( 581･2121内線531)

　町では、戦国時代に広く関東の地を治めた小田原北条
氏の絆をもとに、小田原市、八王子市との間で姉妹都市
盟約を結んでいます。令和5年は｢伊

い せ

勢｣から｢北
ほうじょう

条｣へ改
姓した小田原北条氏誕生五百年の年であり、これを記念
し、それぞれの市町が擁する代表的な小田原北条氏によ
る城郭の記念御城印を販売します。
　小田原城、八王子城、鉢形城の3枚からなるこの記念
御城印は、絵つなぎで並べることができる特別なデザイ
ンになっており、それぞれの市町で販売します。寄居町
では鉢形城の御城印を販売します。これを機会にそれぞ
れの城郭を巡って、その歴史に触れてみませんか。

▶販売期間／�12�月�27�日㈬まで
▶販売時間／開館日の午前9時30分～午後4時
▶販売場所／鉢形城歴史館(窓口販売のみ)
▶価格／1枚300円
鉢形城歴史館( 586･0315）

小田原北条氏誕生五百年記念
姉妹都市御城印を販売します！

開催します！�令和5年秋季企画展
鉢形城の発掘調査成果

　鉢形城歴史館の令和5年秋季企画展は「鉢形城の発
掘調査成果」と題し、保存整備事業に伴う発掘調査に
よって検出された遺構の写真や出土遺物を中心に展示
します。

▶�期間／10月21日㈯～11月26日㈰
※�10月23日㈪､30日㈪､11月6日㈪､13日㈪､20日㈪､24日㈮は休館日�

▶��開館時間／�午前9時30分～午後4時30分�
(入館は4時まで)

▶�場所／鉢形城歴史館･企画展示室
▶入館料／�一般200円、高校生・大学生100円�

(20人以上半額)
※70歳以上、中学生以下、障害者手帳をお持ちの方は無料

鉢形城歴史館( 586･0315）

　町では、平成30年4月から｢雑がみ｣の回収を行っています。昨年度(令和4年4月～令和5年3月)は、町の収集(集積所)
で8,530ｋｇ、リサイクル活動団体の収集で16,604ｋｇ、合計25,134ｋｇの雑がみが回収できました。回収された雑がみは
段ボールへと生まれ変わります。このように、雑がみはきちんと分別すれば貴重な資源となり、可燃ごみの減量化につ
ながります。引き続き雑がみの回収にご協力をお願いします。

生活環境エコタウン課( 581･2121内線221･222)

｢雑がみ｣の回収にご協力をお願いします！

▶主な雑がみ
チラシ 包装紙 紙袋 封筒 ノート

使用済みの
コピー用紙

メモ用紙、
紙製ファイル はがき

ティッシュ・お菓子・おもちゃ
などの紙箱

シュレッダー紙
トイレット
ペーパーの芯 カレンダー

｢雑がみ｣って？
資源物の紙類として新聞紙、
雑誌類、段ボール、紙パック
の分類に入らない、包装紙や
紙袋等のさまざまな紙類で
す。詳細は町公式ホームペー
ジ、または生活環境エコタウ
ン課に備え付けのチラシをご
確認ください。

日本骨髄バンク カローリングについて

行政インフォメーション information 行政インフォメーション information


